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1．緒書

　震災復興期、横 浜 港 に 面 して 1930 （昭和 5）年 に造園

され た 我が国初 の 臨海 （臨港〉公 園で あ る 山下公 eq　1＞は、

都市公 園で あ り港湾緑地 で はない が、北水膿
・
東水堤 に

囲まれた横浜港 の 中央に所在 し、当初 の 水際線は東西約

800mに わた っ て い た
x）

。 なお横浜 港 は ］896 （明治 29）

に北 水 堤 ・東 水 堤 を築造 す る こ とに よ り常 に平 静 な 泊地

を確保 し て 発展 し て きた が、今 日 の 東水堤 は後述 する よ

うに 山下埠頭埋立 に よりほ とん ど陰に か くれ て し まっ て

い る e 公 園内全般 は 広 々 とした芝生地 と して 樹木を点在

させ、園路 は 直線 を基調 と しなが ら滑 らか な曲線 もめ ぐ

らせ 、公 園の 中 央に は噴水 が 設置 され た
3）
。噴水 の 隣に

は ボートベ イ シ ン とよ ば れ る海 に 開い た 船溜 ま りが 造 ら

れ 、 さらに海に突き 出す よ うに 園内中央と東西 両端 に 3

箇所 の 半円形バ ル コ ニ
ーが 設 け られ た

S）
。

こ れ らボート

ベ イ シ ン とパ ル コ ＝ 一の 護岸 に は石 段 が 築造 され 、海 か

ら利用 者が ボートで 滋接公 園 に上 陸する こ とを可 能 に し

て い た
31
。

　現在 は 山 下公 園周囲の 横浜港 に は埠頭 が 林 立 し、臨海

工 欒地帯に 挾まれ 、東京や横 浜 の 物流の 拠点 ともな っ て

い る。

　本論 は 横浜港 の 変遷 の 中で 山 下公園の 遂げて きた再生

の 内容 とそ こ に採用 された技術 を示 して そ の 意義を 明 ら

か に す る こ とを 目的とした。なお 本論は 主 として 山下 公

園前の 港区の 機能 が 大きく様変 わ り し た、終戦後 の 1945

（昭和 20）年 か ら現在ま で の 横浜 港に お け る 山 下 公 園 を

研究対象 と し た。

　なお本論で は 、 公 園の 再 生 のの 概念 を 「利 用者や近 隣

住跳 に 快適な場所 と して 開放す べ く、 再整 備
・
改修を し

て 負の 遺産を解消 し、必 要な らば改造を して 魅力 を蘇 ら

せ る こ と、また 管理者 に とっ て維持管理 の しやすい もの

とす る こ と」 と した。

2．戦後の 山下 公 園

　 山 下 公 園は 臨海部の オ
ープ ン ス ペ ース で あ っ た た め、

第二 次世界大戦宋期に 日本海軍 に接収 され 軍事基地 とな

っ て い たが、戦後は将校用住宅 地 と して 占領軍に接収 さ

れ た 。 米軍は 横浜港の 埠頭や桟橋を接収 し、山下公園に

は 日本軍の 軍備を撤去 した 後 に 将校ハ ウス 等を建 設 し た。

こ れ に よ り山下公 園は 園路 ・広場な どの 地割を損なわ れ

る こ とは な か っ た 。 同 公 園 が進 駐 軍の 本 拠 地 の 一っ に選

ば れ た の は 、 港 に 面 して い る 立 地条件 と臨海公 園の 魅力

ゆえ で あ っ た ろ う。 山下公 園は横浜市民 か ら遠ざけ られ

た。

3，山 下 埠 頸 と 山 下 公 園

（1）山 下 埠頭 建 般 と 山 下 公 園

　戦後復興の た め に船舶 に よる 物流 は欠 か す こ とは で き

ず、横浜港 に 口本人の 使 え る埠頭 の 建設 が急 が れた。山

下埠頭 は横浜港 の 接収され た埠頭 の 代替施 設 と して、国

費 に よ り 1955 （昭和 30）年 に第 1期 工 事 が竣 工 し、東水

堤 の 内側、山下公 園東端前甌の 海上 を埋 め 立 て た （図一

1　5））。 同埠頭 の グ ラ ン ドレ ベ ル は 山 下 公園に合わせ 造成

された が 、
こ の 完成 に よ り山下 公 園 は接 収 中 とは い え東

端 4分 の 1 の 海岸線 を損ない 、横浜 港 に 突き 出た 三 っ の

半 円 形バ ル コ ニ ー
の
一

つ は海 へ の 眺望が消滅 した 。 山 下

埠頭 の 完成に よ り山下 公 園東端 か ら東 水 堤 側へ の 海 の 眺

望 は 失わ れて し まっ た。山下公 園の 平面 プ ラ ン の 前提 で

あ っ た 公 園前水域 は こ の 時初 め て 損なわ れ た。なお 消失

した バ ル コ ニ
ー

は港湾緑地 （図
一 15）

）付 近に あ っ た 。

（2）山下 埠頭増設 と接収解除後 の 山下 公 園 の 再 整備

　その 後山下埠頭 は 1955 （昭和 30）年 に 第 2 期 工 事 を開

始 （1958 （昭和 33）年完成）、さらに拡張 され た が、山

下 埠頭は 東北 方 向に 東水 堤 を越 え て 拡 張 され た た め 山下

公 園か らの 海 の 眺望が さ らに 大 きく損 な わ れ る こ とは な

か っ た。山 下公 園前の 海岸線 が 守られ た 理 由は、園内 か

らの 港の 眺望を守 る こ と と 、 関 東大震災後 の 教訓で も あ

る海岸線を市民に 開放す る とい う大 き な 発想 の 転換 が あ

っ た た め で あ る P 。

　 山下公 園は 1954 （昭和 29）年 に 公 園中央部分 の 噴水広

揚
一

帯 が一
部攘収解除 され た。ま た そ れ に 伴 う横浜市 に

よ る 働 日工 事 に よ り、開園当 初の 特有 の 施設で あ っ た ボ

ー
トベ イ シ ン は そ の 水面 に 滞留す る汚水 ・塵芥改善の た

め 埋 立 て られ 、沈床花壇 に 改造され た
。

こ の 工 事 に よ り

山下公 園 の 平 面 プ ラ ン が
一

部改変さ れ た
6）

。 関園 当初 よ

り草花 の な か っ た 山下公 園に こ の 時初め て 大規模な花壇

が 設けられ再生され た （表
一 13）s〕 7）

）。

　 1959 （昭和 34）年山下公 園は 金 颪接収解除され、横浜

市は 直ちに公園 を市民 の た め に 再整備 したが、基本的 に
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は 開園当初の 姿を復旧す る もの で あ っ た 。

　 そ の 後山下公園前 の 港区は観光港と位置付けられ
Sl、

山 下公 園は 横浜 の 観光 の 要 所 と され 、1961 （昭 和 36） 年

「氷川 丸
2＞9）

」が 公 園 の 占用 物 件 と して 地 先 水 面 に 造 られ

た桟 橋 に係 留 され た。海 に ち な ん だ観 光 施 設 を設 け た こ

とで 臨海 公 園 と し て の 魅力 が 向 上 した。

　なお海への 眺望を失 っ た公園東端 は広場 と して 改造 さ

れ た。

4．臨海貨物線 に よ る山下 公 園の 占用

　横浜 港 の 臨海貨物線 （臨 港 線 ） は 横浜 港駅 の あ る 新

港埠頭か ら山 下埠頭間 の 物流促 進 の た め に 1961 （昭 和

36）年 に開 か れ た 港湾審議会 に よ り山 下 公 園 を 高架 で 通

過す る こ と を決定
2｝10 ＞、1965 （昭和 40）年 に 開業式 が行

われ た 。 貨物線高架 は 主 と して 由下公 園内の 海岸通 り側

の 園路上に 港湾局 の 占用物件 と して設 けられ たが、公園

東 側 に お い て は 枝別 れ して 幅広 く架設 され た
ZD
。こ れ は

公 園の 景觀 と機能 を著 し く損 な うもの で あ っ た が、こ の

よ うな 敷設 が行われた の は、山下埠頭 の 完成によ り公 園

東側 に おい て は横浜港 の 眺望 が失われ 、臨海公 園と して

の 魅 力 が 半減 して い た こ とが
一

因 で あ ろ う。

　そ の 後公 園東 側 の 高 架 か ら海 側 の ス ペ ース は 園 路 ・広

場 の 地 割 が 改 修 され、限 られ た ス ペ ー
ス にお い て 廻 遊 で

き る よ うに再 生 され た 、 ま た 公 園東 側 の 高架 と海 岸 通 り

の 間に、公園施設 と して バ ス と乗用車 の た め に駐車場 が

設けられ た 6）。戦後 の モ
ー

タ リゼー
シ ョ ン の 進展 に伴 う

公 園の 再生事業で あ っ た とい える 。

　 1955 （昭和 3  年頃よ り山下 公 園の 海岸通 り 沿 い に お

い て 露店商 に よ る 占拠が 始まっ て い た た め
5）、解決策 と

して 高架 の 下 に 亮店を数軒設置 し た。1969 （昭和 44）年

に 海岸通 り沿 い の 露店 は 自主 撤去 され た。こ れ は 山下公

園周 辺 の 環境整備 の た め の 事業で あ っ た 。

　臨海觜 物 線 の 運行本数 は 1 日 2−・3本で あ っ た
2）が 、 海

上輸送 の 主流が船荷輸送 か ら cr ン テ ナ輸送に変わ っ たた

め
s）、開通 して IO 年 後 か ら貨 物 の 取扱 量 が減 少

2）
し、1986

（昭 和 6D 年 に廃 止 され た 。

表
一・1　山下 公 圜の 再生内容とそれ に 用 い た技術

＄）5｝7｝

年号 改変 （※）と再生 の 内容 技術 背景 ・目的

1954 昭和29 ボートベ イ シ ン 埋 立 面　3300　）

沈床花壇に 改修

客
國”

1 ’
，　　 装 　 　 　れ よ く よ っ た ボ

ー
トベ イ シ ン に

汚水 ・塵 芥集積，衛生 ・保安改善

1955 拜 日30）※　 　バ ル コ ニ
ー

　 面 き F 1 下　　　里　　 ，　 下公 　　　 Ii 　
圃
の

埋 立，山下 公 園は 東端海岸 線約 1／4を消失

1959 臼
』
34 　 　 　毛 　　　

陶
　 ハ 　ス 諍 ．’　35　，

付 属建 物2棟）

， 川 下 公 面 　 　 　 く

1961 日
’
　 1　　 　 公

置
「犀36 　　　 、

公 園東側広 場 に改修
1　　　　　　　　　　

； 、
の 　　 　　11964 昭 39 公 　　　‘ こ

（バ ス 五9台，乘 用車 玲台収容 可）

，　　　　　　　　　　　　， ，　　　 刺
曹

罰
1965 昭 馴40 ※ 田 下 　 　 　 　 　 　 ，

・

（港湾局 の 公 園 占用物件）

ρ
ね ン 　 リート造

2径 間遮続 ラ
ー

メ ン構 造

へ の 　 　 L

， ＿ −
1985 旧 160 　 　 　 　 　 　 　 　 亅 語

（港湾局の 水 面 占用物件）

厂　 一 ●　　生

198g 平 1 　1」下公　　　　　　　　」　　　　　24　　　　　　　、
無休，休 日最大500台収 容可）

　 　1 地 下 1 ，
鴃 貯鉄 筋 コ ン ク ジ

ー
ト造建 築

の 　 　 　 　 　　 　卩　　　圃

P−＿ 一 ．
公 　　、lll　 ，　 せ か い の 　　 」

（面積 1ha ，駐車場 屋上 地上 高8m ）

「水 の 階段」 設 置 （面積 1ha ）

　　，　　　　　　　，

噴水，園路舗装，植栽，噴水 カナ
ー

ル に 水辺 の 生物の 磁器タ イ ル

モ ザイ ク

　 　 　 8m ，　 　 　 卩 に　 　 一，．
イ メ

ージ した噴水 ，6大陸を 表 し た 園路 と

樹木植 樹 ，羅針盤 の 中心は 中央噴 水か らの

中心 軸上 に設 け る

せ かい の広場か らイベ ン ト広場 へ 降 りる

階段状広場

せ か い の 広
’
」 か 　 　 、− 1 ン 　」 メ

閣
下 公 〜　 彡の 　〜　の 見 尺 る

’
公

驢2000 ユ ム 12 咼 ，　　　　　　， 曇 一 か 　の 　通 し

匡 ， メ ン エ ン トラン ス 　 　公 　 　 　　 ∠ の

ノ 、一・フ
’
　　 2 　 　 コ ン ク リ

ー
　 　 ，

ス クラ ッ チタイル 張 り

改 修

・塞　 　 一　辺

〔門柱，ガス 灯，鋳造装飾フェン ス ）
2001 ユム 1　　 ・せ かい の ム13 4300 ，D 　　　ロ

1
，

せ る
ベ ン 　 ム 　 　 ス ・　

麁
を 　 　 　 　に ス 1　 は 臣 た 目力　 　 で 　 　に

（面榔 000   ）

， 　　　　　　　　　 、、
うた め、芝生 広場 に 改修

レ ス 　 ハ 　 ス
齟
　 　 　　 　 410m 　 　 レ ・　　 ・　　　　　 ，1 』

　 の
尸1

便性向上

2002平月 14 し て　　　 るロ ム　ー ミ　通 予

ク

公 園 （

　　 1　　 の 1　 ．・．＝　 疋 口 　 ，
臨港パ ー

ク〜新港パ ー
ク〜赤 レ ン ガパ ー

　（新港 埠頭 ）〜山下 公 園〜港の 見 える 匠

　　　「理 想的公 園竝 公 鬮 系統 （1932） 
の 一端 を完成）
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図一1　山下 公 園の 再生 部分 （原図 ：由下 公 園再整備事業報簿書 （2002）5）
に 加箪）

5．近年 の 山下 公 園 の 再 生

（1）1970年代か ら 1980年代 の 凶 下公 園

　 1970 年代か ら 1980 年代 に か けて 11」下公園で 大きな改

修 工 事は行われて い ない 。山下公園周辺 に変化がない こ

の 時期 は戦後 の 改修工 事が 完 了 し、臨海貨物線の 高架の

存在 も既 成事 実 とな り、公 園内 が 整 備 され 安定 し て い た。

た だ し、1985 （昭 和 60） 年 に は氷 川 丸 に 隣 接 して 「港 内

観光 船 発 着所 」 の 桟 橋 が 企 業 に よ り設 け られ 、山 下公 園

の 地先水面 か ら横浜港 に 遊覧が で き る よ うに なっ た。か

っ ての ポートベ イ シ ン に 代わ り、山下 公園に は 再び 船 が

出入 りする施設 が殼 け られた。

（2）立 休駐車場 と rせ か い の 広場」 開酘

　横浜 市 は 交通闘題 の 解 決、利用者 ・市民 の 利便性 を改

善す る た め、1986 （昭和 61）年 に 山下公 園の 駐 車 揚の 実

施 計 画 を行 な っ た s＞。公 園施 設 と して 1989 （平成 1）年

公 園東端 の 貨物線高架 が 幅広 く存在 して い た跡 地 に、開

園当初 の プ ラン を全 く改造 して 立 体駐車場が完成 した 6）。

駐車場建築屋上 の 人 工 地盤 を公園の 地盤 と し、高木が植

栽可 能な土盛 り をす る ため に 駐車場全体 を強固に 建設 し

た
S）

。 屋 上 に 開 園時 の デザイ ン を
一
薪して 「せ か い の 広

場」 を開設 した。地上 高 8m の 同広 揚の 完成 で Li．1下 公 園は

公 園東部 か らの 眺望 を あ る 程度取 り 戻 す 改造 ・再生 を成

し遂 げた 。

　なお駐車場屋 上 の 公園の 先例 と して、19　66 （昭和 41）

年に 完成 した宮下 公 園 （渋谷区 ）がある。同公 園 は 1階

部分が罵間賃貸 の 「公 共渋 谷 駐車場」 で、そ の 上の 地 上

高約 4m の 人 工 地盤 に 造園され た。 駐 車場 側 面 に は植栽

と壁 面 に ＝ ラージ ュ が施 され て い る。…方、「山下公 園駐

車場」 に も壁Wh　：： ン ク リ　
一

　Hに装eeが施 され て い る が 、

m ニ
ー

ク な外階段の 設置や鉄の 歩道橋 の 架設 などコ ン ク

リ
ートと鉄 の 造形 に よ り公 園 に配慮 して い る。同駐車場

は横浜観光 の た め の 需要 も多く観光バ ス の 駐車場 で もあ

る。

　な お 駐車 場 の 下 に は 下水 道局 の 公 園占用 物件 と し で 下

水 ポ ン プ場 が 設 け られ た。か っ て 山 下公 園の た め だ け に

埋 め 立 て造 成 され た 敷 地 は こ の 時、地 上 と地 下 に 立 体 的

に改 造 され た の で あ る e

　 「せ か い の 広場」 か ら歩道橋 「ポ
ー

リン 橋1 が架設 さ

れ 新たな観光廻遊ル
ー

ト
5）
を開設す る 公園の 再生が行 わ

れ た。

　沈 床 花 壇 隣 の 芝 生 地 を ダ ス ト舗装 に し て イ ベ ン ト広 場

に 改終 し、山下公 園 を会揚 と し た お 祭 りやイ ベ ン トに 対

応 で き る よ うに した 。

　 「せ か い の 広 場 」 か らイ ベ ン ト広 場 に 降 り る 厂水 の 階

段」 が設 け られ た が、階段状の 広 揚 は 公 園に立 体化 した

軸線 と高台 か ら山下公 園を眺め る新たな ビ ス タ ラ イン を

創 っ た。

（3）現在まで の 再整備

　1990 （平成 2）年 に 行 われ た横浜 国際花 火 大会 35 回 大

会 は、山下公 園前の 海上 で 開催 され たた め、大勢 の 見 物

客 が 山下 公 園 に 訪れ た。イ ベ ン ト広 場 の ダ ス ト舗装 は

2001 （平成 13）年芝生広場 に 改修 され 「まっ りの 広揚」

として利用され て い る
5）。こ の 35回花火大会以降、山下

公 園は 花火 見 物 の 名所 と して 毎年多くの 人 々 が訪れ て い

る。

　園内に残 され た 臨海貨物線高架の 下を 露店商や聾外 生

活者な どが 活動 の 拠 り所 と し 始め た た め 、保安 ・衛生維

持 と公 園本来 の 景観 を守 る た め に 高架の 存在の 是非 が 論
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ぜ られ た が、2000 （平 成 12＞年 に 山 下公 園 内 の 全 て の 高

架 とそ の 下 の 売 店は撤去 され た 。 これ に よ り海岸通 りか

ら の 見通 しは 改善 され た 。 ま た 歩 道 か ら歩行者空 間の
一

体化がはかられ、高架撤去部分の 植栽 と園路を開園当初

の プ ラ ン を継 承 しな が ら改修 され、再 生 され た
「°）

。

　 2000 （平成 12）年 に は メ イ ン エ ン トラ ン ス 及 び 中央噴

水広 場を 2001 （平成 1．3）年 に は 中央噴水、「せ か い の 広

場 」と 申心 軸を合わせ る た め に沈床花壇 を再整備 した が、

元の 姿に準 じて 改修された。

　2002 （平成 14）年 日韓共 同 開催 の FIFA ワ
ール ドカ ：ソ

プ サ ッ カー大会 に む け て さ ら に 施設 の 充 実 を 進 め た。

2002 （平成 14）年み なとみ らい 21地区か らの 廻 遊道 鴨

港線プ ロ ム ナード」 が 開通 した 。
こ れ は 臨海貨物線の 山

下公 園西端 ま で の 残 され た高架 の
一・
部 を改修 し、歩行者

専用道と して 再生 した もの で あ る 。

　 な お山下公 園の 東端 に 小さな三 角地 が増 え た か の よ う

に 見 え る が、そ の 部分は 港湾緑 地で あ り、山 下 公 園 に 隣

接 して 設 け られ た も の で あ る。

6．結罐

　接収解除後 の 山 下 公 園 の 復 旧 工 事は ボ
ー

トベ イ シ ン の

埋 立て など公 園周 囲の 環境変化 に 応 じた 改造 で あ っ た 。

ま た 山下 埠頭建 設 に よ る 山下 公 園の 東端水 際線 の 消失、

臨海貨物線高架 の 建 設 な ど は横浜 港 発展 の 副産 物 と して

の 改変 で あ る。昭禾口の 中頃 ま で の 山下公 園は 失 うもの が

多く、結果的 に 「負」 の 遺産 とな っ た 改変が 多か っ た 。

しか し立 体駐車場 の 設置 と駐車場屋上 の 広 揚開設、高架

の 撤 去 と 「臨港線 プ ロ ム ナー
ド」 の 開通 な ど、由下公 園

は 昭 和の 終 わ り か ら平成に か け て は 「負1 の 遣鷹 を 「正 1

に 生 か して 再 生 を遂げた 。

　公 園 へ の 廻 遊性を向上 させ 、公 園内 を快適 に 過 ごせ る

空間に 再整備 してい く こ と も公 園の 再生 につ なが る 。 山

下公 園は 立 体駐 車 場 塵 上 の 「せ か い の 広 場 」 開 設 や 高架

の 撤去 ・プ ロ ム ナード開通な ど、明 る く安全 で快適に 過

ごせ る憩 い の 揚を創 出 し、公 園利用者に と っ て は横浜観

光 ・散策 の
一
拠 点 を与 え、海や港 と よ り 隣接 し た 空 間 を

提 供 す る 再 生 を遂 げ た。ま た 公 園管理 者 に と っ て も整 備

され た 衛 生 的 な 公 園鍍 聞は 管理 の 行 き 届 く も の とな っ た。

　な お 山下公 園 に み る 再 生 の 特徴 は 他 の 震災 復興公 園 と

違い 、大きくは 改造 されず極力元 の 造 りに 準 じて 改修、

再生 され、東側 4 分の 1 を除けば ほ ぼ開園当初 の 姿をと

どめ て い る こ とで あ る。
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